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第８回女性活躍１００人会議（１２月６日 出雲市） 

でいただいたご意見に対する県の対応 

 

１．来年度に新たに実施または拡充するもの 

いただいたご意見 対応状況 

仕事をしながら不妊治療を行うことは女性

にとって負担が大きい。時間休制度など、企業

が支援しなければ出生率は上がっていかない

が、県からも妊娠に対する支援をして欲しい。 

体外受精などの特定不妊治療について、来年度か

ら、第１子出生後の不妊治療への助成回数等を拡充

します。 

 また、仕事と不妊治療の両立が進むよう、国が策定

予定のハンドブックなどを活用し、企業への普及啓

発を強化します。 

エステティックは比較的起業しやすいが、起

業後に出産や子育てなどの壁に当たることが

あるので、個人の課題とせず、行政や企業が自

らのこととして考える機会を作っていただけ

るのはありがたい。 

来年度から、新たに、女性の起業に特化した勉強会

を開催することとしており、この中で女性起業家の

体験談や起業支援機関からの情報提供、交流会等を

行ってまいります。 

 なお、起業後の支援としては、出産育児を想定した

経営計画づくりや、出産子育てによる休業前後の対

応へのアドバイスなど、起業後の丁寧なフォローの

中で対応できると考えています。 

 現在、各市町村における起業後のフォロー体制の

検討を始めているところであり、その中で検討した

いと考えています。 

 また、商工会議所、商工会等の支援機関では、女性

特有のテーマがあることを意識しながら、相談に応

じ、事業者の支援を行ってまいります。 

 併せて、産前・産後の一時的な家事・育児支援や産

後の専門的なケアを行う市町村を、来年度から、新た

に支援することとしております。 

 

２．実施に向けて検討しているもの 

いただいたご意見 対応状況 

経営者が、事業規模や経営年数によらず、経

験を共有して助け合って、持続可能な地域をつ

くっていければよい。 

安心して住み続けることができるよう、地域運営

組織と企業が連携して、日常生活に必要な機能・サー

ビスを確保する取組を実証し、ビジネスモデルの構

築を図ります。 

 また、女性経営者等が、事業規模等の枠組みを超

え、広域的な交流及び連携の輪を広げ、地域経済の維

持・活性化に一層取り組んでいけるよう、商工会・商

工会議所の女性部が開催する研修会等の実施等を支

援してまいります。 

 

３．既に実施しているもの 

いただいたご意見 対応状況 

※ なし  

 

４．今後の取組を検討するうえで参考とさせていただくご意見 

※ なし 

 

５．現時点では取り入れることが難しいご意見 

   ※ なし 


